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４ 米国国家環境政策法（ＮＥＰＡ）における環境配慮の考え方

○米国国家環境政策法（ＮＥＰＡ）に基づき環境諮問委員会が作成したＮＥＰＡ施行規則においては、環境への影響の緩和手段

（ミティゲーション）として 「回避 「最小化 「修正 「軽減／消失」及び「代償」が示されている。、 」、 」、 」、

湧水池の保全回 避
湧水など環境条件がよく、繁殖も行われて行為の全体又は一部を

いるような生態系拠点は現況のまま保全実行しないこと

生態系に配慮した用水路最小化
水辺の生物の生息が可能な自然石及び自然行為の実施の程度又は

木を利用した護岸とし、影響を最小化規模を制限すること

魚道の設置修 正
落差工により水路のネットワークが分断さ環境そのものを修復、

れている状況を魚道の設置により修正再生又は回復すること

「生態系に配慮した用水路」最小化

一時的移動影響の軽減／消失
環境確保が困難な場合、一時的に生物を捕行為期間、環境を保護

獲・移動し、影響を軽減及び維持管理すること

代償施設の設置代 償
多様な生物が生息する湿地等を工事区域外代償の資源又は環境を

に設置し、同じ環境を確保置換又は提供すること

「工事に先立ちメダカを一時的に移動」影響の軽減

ミ

テ

ィ

ゲ

ー

シ

ョ

ン

の

５

原

則


